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17N1099 三品太郎
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調査理由

•高層ビルの中に4畳半の建物が残っている

•今は暗渠化された川側に建物が飛び出している



連続立面図



アンケート結果
（のんべい横丁経営者37人中35人にアンケート）

Q2 今の店舗に満足しているか

満足しており、移転は

考えていない

満足しているが、移転

も視野に入れている

あまり満足していない

Q3 なぜのんべい横丁に出店したのか

のんべい横丁に出店し

たかったから

立地が良かったから

たまたま空きがあった

から

もともと、親の代から

出店していた

その他

Q4 のんべい横丁に魅力があるか

自信をもってあると思

う

周りと比べてあると思

う

それほどないと思う

Q1 いつから今の店舗で営業しているか

昭和20年代の移設時から

昭和前期（1952～1970

年）から

昭和後期（1971～1988

年）から

平成前期（1989～2004

年）から

平成後期（2005～2015

年）から

Q5 二階について

二階がない

二階があるが、店舗で

はない

二階があり、店舗であ

るがキッチンはない

二階があり、キッチン

付きの店舗である

Q6 今後ものんべい横丁を残したいか

絶対に残したい

残ったら良いと思う

どちらでも良いと思う

再開発したほうが良い

と思う



アンケート結果から分かったこと

•のんべい横丁は5つの種類で成り立つ

1階建て

2店舗連続型1店舗型

2階建て

2階にキッチンあり 2階も店舗としている2階は席のみ 2階は店舗でない

2階建て

なだ壱 鳥福 えのき 野川 沙門
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基準

8尺×8尺



敷地図



実測した5店舗



1.沙門



1.沙門



1階平面図 ２階平面図

断面図



2.なだ壱



2.なだ壱



平面図

断面図

900ミリ



3.鳥福 敷地



3.鳥福



1階平面図 ２階平面図

断面図

500ミリ



4.えのき



4.えのき



1階平面図

断面図

２階平面図

100ミリ



5.野川



5.野川



1階平面図 ２階平面図

断面図

800ミリ



５店舗の聞き込みで分かったこと

のんべい横丁の魅力

・店が狭いからこそ距離感を感じずにコ
ミュニケーションがとれる。

・店の人と客、あるいは客同士で飲みな
がら気軽に話せるリラックスできる場を
提供している。

問題点

・集団で入店する外国人観光客が増え、
常連客がリラックスできる空間が失われ
つつある。

・一部の外国人の客でマナーのない方も
おり、不満に思っている店がある。

➡のんべい横丁の魅力が薄れてきている
のではないか。

Q6 今後ものんべい横丁を残したいか

絶対に残したい
残ったら良いと思う
どちらでも良いと思う



まとめ 階段

1.沙門 3.鳥福

4.えのき

5.野川



まとめ

・どの店舗もかなり狭い

・暗渠化された川側の店舗は基準の8尺×8尺

より多くて800ミリだけはみ出している

・客のための建築と空間が作り出されている

・狭いからこそコミュニケーションが取りやすい

・常連客に愛され続けるのではないか



ご清聴ありがとうございました


